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市販薬の乱用による依存症・急性中毒が急増

1.市販薬の依存症患者の比率が増加（松
本ら、全国の精神科医療施設における
薬物関連精神疾患の実態調査2022）
1-1 デキストロメトルファンを含有する
市販薬の依存症例が、2018年から2022
年にかけて有意に増加1

2.救急センター：コロナ禍、市販薬の過
量服薬による救急搬送が増加（上條ら
、日経メディカル2022.5.16）
2-1 習慣的な乱用者におけるOTC薬の情
報源は、インターネットおよび友人2

1.Usami,et al, . Neuropsychopharmacol Rep. 2024 Jun;44(2):437-446.
2. Kyan, et al., PCN Rep. 2024 Jul 15;3(3):e225.



精神科医療施設を受診した患者が乱用していた市販薬の種類
（2018年と2022年の比較）

p=0.103
p=0.481

p=0.035

p=0.872

p=0.380

p=0.391

Usami,et al, . Neuropsychopharmacol Rep. 2024 Jun;44(2):437-446.

• コデイン（ジヒドロコデイン）が最も多く、
ブロムワレリル尿素、デキストロメトル
ファンと続く

• デキストロメトルファンを含有する市販薬
の比率だけが有意に増加（2021年にス
イッチOTC化された製品の乱用が影響して
いる可能性が示唆）

令和6年度（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業研究事業）
濫用等のおそれのある医薬品の成分指定に係る研究（研究代表者：嶋根卓也）

令和6年度「全国の依存症専門医療機関を受診する患者における市販薬乱用の
実態に関する研究」を実施中
研究目的：全国の依存症専門医療機関を受診した市販薬の乱用・依存症例の実態を調べることで、
「濫用等のおそれのある医薬品」の対象となる成分を見直すための根拠を得ること
研究対象：全国の依存症専門医療機関（計86施設）
調査項目：市販薬症例が主として乱用していた市販薬の有効成分、製品名、精神医学的状態、併存
精神障害、受診経緯、乱用を始めたきっかけ、乱用に関する情報源、期待していた効果・作用、入
手方法など



精神科医療を受診している
市販薬の依存症患者（一部、既知）

救急医療を受診している
急性中毒の患者（一部、既知）

潜在的な乱用者（未知）

何らかの医療を受診している乱用者（未知）



地域における市販薬の乱用者

約1.6%
約60人に1人の割合
（大麻の経験率の約10倍）

約0.8%
15-64歳人口の
約65万人に該当
（大麻使用者約20万人）

高校生（2021年） 一般住民（2023年）

https://www.ncnp.go.jp/nimh/yakubutsu/report/pdf/highschool2021_ver2.pdf
https://www.ncnp.go.jp/nimh/yakubutsu/report/pdf/J_NGPS_2023.pdf



ドラッグストア等の実店舗が主たる入手先

一般住民
対象：全国の一般住民（15-64歳）のうち、
市販薬の乱用経験を有する者

対象：急性市販薬中毒により
救急医療施設へ搬送された患者

急性中毒患者

上條吉人ら、「救急医療における薬物関連中毒症例に関する実
態調査： 一般用医薬品を中心に（2022年）」、令和4度厚生労働

行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリー
サイエンス政策研究事業） 
shimane2022.pdf (ncnp.go.jp)

嶋根卓也ら、「薬物使用に関する全国住民調査2023」、令和5
度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等
レギュラトリーサイエンス政策研究事業） 
J_NGPS_2023_2.pdf (ncnp.go.jp)

乱用した市販薬をどこで入手しましたか？



ドラッグストアに勤務する
薬剤師への聞き取りより

若いホスト風の人がデキストロメ
トルファンを含有する咳止めを頻
繁に買いにいらっしゃいます

 50代くらいの男性：大量販売をお

断りしたら突然怒り出してしまい
ました・・・

薬局のトイレに、連日、咳止めの
空き瓶が転がっていたことがあり
ます・・・



1 嶋根卓也、ゲートキーパーとしての薬剤師：医薬品の薬物乱用・依存への対応、YAKUGAKU ZASSHI 133(6)617-630,2013.
2 嶋根卓也、処方薬乱用者のゲートキーパーとしての薬剤師：「まちの科学者」を取り戻す、YAKUGAKU ZASSHI 136(1)79-87,2016

厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会での議論について

ゲートキーパーの役割1,2：悩みを抱えた人に気づき、声をかけ、話を聞き（傾聴）、必要に応じて専門的
な支援につなぎ、見守る

薬剤師・登録販売者（薬剤師等）が市販薬乱用のゲートキーパーとして機能するために
１．患者と薬剤師等とのコミュニケーションは必須
２．濫用等に関する情報提供を義務付ける案に賛成
• 誰に対して、どのような情報をどのように提供していくかを検討する必要がある
• 乱用の危険性だけを強調するのではなく、乱用問題を抱えた人（および家族）が相談や支援につなが

りやすくなるような情報提供が重要
３．１，２を行うために、顔が見える形での販売（対面販売、オンライン）を基本とする案にも賛成
４. 陳列場所について、手の届かない場所への陳列が望ましいと考えるが、陳列場所に有資格者を継続的
に配置させる案は、実現可能性を考慮した案であると考える（その場合も、有資格者とのコミュニケー
ションは必須）

厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会（令和6年度第8回資料1）



顔が見える販売だから気付けることがある

レジでのアラート表示
撮影：クスリの龍生堂薬局（新宿店）

市販薬= Over the counter drugs（カウンター越しに購入する薬）



市販薬の販売に従事する薬剤師(n=205)を対象とする調査より（2023年）
過去6ヶ月以内の経験
「濫用等のおそれがある医薬品」の大量購入者に応対した経験 7.8%
「濫用等のおそれがある医薬品」の頻回購入者に応対した経験 10.8%

乱用リスクに気づいたきっかけ（情報源）

（n=29)

様々な情報源をもとに薬剤師は乱用リスクに気がついている

下線は「顔が見える販売」だから気がついたのでは

嶋根卓也、ほか：大手チェーンドラッグストアにおける市販薬販売の実態に関する研究、令和5年度厚生労働科学研究費補助金（障

害者政策総合研究事業）「処方薬や市販薬の乱用又は依存症に対する新たな治療方法及び支援方法・支援体制構築のための研
究（研究代表者：松本俊彦）」



薬剤師や登録販売者による声かけの重要性

• 乱用している時は波がある（使いたい/やめたい）
• どこかのタイミングで「このままじゃいけない」
「自分には支援が必要では？」と感じる瞬間がある

• 販売時の声かけ、パンフレットなどを渡すことは有
効だと思う

（千葉ダルク、田畑聡史様へのインタビューより）

薬物依存から回復を目指す患者の語りより
「症状のことを聞かれたことは一度もなかったし、たぶん売る側も僕が
乱用するために買っていたことは薄々わかっていたと思う。僕をしかっ
て くれる薬剤師なんて一人もいなかったです。」
「私みたいな依存者を出さないためにも、薬剤師さんには、ちゃんと
売って欲しいです」

嶋根卓也、ほか：薬剤師を情報源とする医薬品乱用の実態把握に関する研究、平成23年度厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイ
エンス総合研究事業）、2012.
嶋根卓也、ほか：大手チェーンドラッグストアにおける市販薬販売の実態に関する研究、令和5年度厚生労働科学研究費（障害者政策総合研究事業、2023.

「オーバードーズは危険です！」
と頭ごなしに否定するのではなく、
「何かお困りのことはありませんか？」
といった困り事にフォーカスした声かけが有効では



市販薬を乱用している人：潜在的に濫用・依存のリスクを有していながらも、
相談・支援につながっていない人が多いという前提

適正販売の可否

薬剤師・登録販売者が販売の可否を判断
購入者の年齢、購入数量、濫用目的ではないか、頻回購入ではない
か、購入者の挙動などを確認（乱用・依存のリスクも含めて判断）

販売可能 販売不可

店内の啓発ポスター
やテイクフリーのリー
フレットなどで依存症
相談の情報を啓発

依存症の治療・相談の状況を確認

受診・相談中未受診

患者の同意を得て、
主治医や相談担当
者と情報共有し、薬
剤師等による継続
的な見守りを行う

依存症の治療・相談に対する意向を確認

希望する希望しない

薬剤師等による傾聴、
見守りを続ける

地域の支援先につなぐことを検討
本人、家族：依存症専門医療機関、
精神保健福祉センター、保健所、自
助グループ（OD倶楽部）など
LINE相談など

作成：日本薬剤師会

依存症普及啓発
リーフレット
（厚生労働省）

大阪依存症ほっとライン（大阪府）

薬剤師等による傾
聴、見守りを続ける



製薬会社による
さりげない「おせっかい」

• 製品パッケージ（底面）および添付文書にQR
コードを印刷

• 製薬会社のホームページ内に作成された「お薬
の使い方でお困りの方へ」のサイトに誘引

• オーバードーズや依存症など市販薬の使い方
でお困りの方（本人・家族）の相談窓口を紹介

資料提供：シオノギヘルスケア
https://www.shionogi-hc.co.jp/company/proper-use/consultation.html
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